
2026 年 7 月 1 日 

お知らせ 

 

 

 

当社が開発中の着座式移動装置「EPS」が日刊工業新聞に掲載されました。 
 

大同工業株式会社（本社：石川県加賀市）が開発を進めている着座式移動装置「EPS」が、2026 年

７月１日発刊の日刊工業新聞に掲載されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

EPS は、障がいのある方や高齢の方が座ったまま安全に移動しながら作業できる装置で、当社が長

年培ってきたいす式階段昇降機の技術が活かされています。 

2026 年 7 月 1 日より、障がい者の法定雇用率が引き上げられる中、企業には多様な人材が活躍で

きる環境整備がこれまで以上に求められています。EPS は、足腰の不自由な方が、移動の制約により

単一の作業に限られる現場において、複数工程への参加を可能にし、働く機会と役割の拡大に貢献し

ます。これにより、「働く喜び」や「働ける可能性」の拡大を目指しています。 

なお、本製品は 2027 年 1 月の発売を予定しており、価格はレール長約 8m の場合で約 60 万円（税

別）を想定しています。 

 

※掲載記事の詳細につきましては、添付 PDF の 2 枚目をご覧ください。 

 

 

本件に関するお問い合わせ先 

大同工業株式会社 事業推進本部 営業課 

お問合せフォーム：https://www.did-daido.co.jp/contact/form.html 

電話：0761-72-1234(代) 

 

 



 

 


